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【渡航確認シート】
新型コロナウイルス感染症の影響により感染症危険情報がレベル2・3に指定された国・地域への渡航前に確認すべき項目

令和　年　月　日　作成
	氏　　名
	
	学籍番号
	
	所属部局・学年
	

	渡航目的（プログラム名称等）
	

	渡航先国・地域　　　　　　
	（感染症危険情報レベル：　）
	渡航先大学・機関
	


この【渡航確認シート】は、外務省が発出する感染症危険情報レベル２およびレベル３の国・地域へ渡航するに際し、皆さん自身が現地の感染状況を十分に認識し、かつ、ご自身で事前に把握しておくべき各種手続きや手段等について漏れや不十分な点がないか、そして渡航自体の学修計画上の必要性を記入してもらい、それを大学として確認するためのものです。
作成にあたっては、必ず指導教員・担当教員と相談等の上、その確認を受けてください。作成後、【渡航確認シート】は、所属学部・研究科の教務担当係に提出してください。
また、大学等のプログラム（交換留学や短期プログラム、インターンシップ等）で渡航する場合で、内容が不明な場合は、プログラムの実施部局（募集要項に記載されています）にご確認の上、作成してください。
提出された【渡航確認シート】は、その内容を大学で確認し、渡航の必要性や安全性の確保、最新の感染症リスク等について総合的に判断いたします。安全性等の確認が不十分と判断された場合には渡航が認められないこともありますので、あらかじめご了承ください。

（以下のチェック項目をすべて確認し、□に✓を記入し、必要事項の記入をお願いします。）
	1
	別の時期の渡航が困難な理由および今回の渡航が学修計画上不可欠な事情
	· 具体的に記入してください
　

	2
	渡航期間
	· 渡航期間：　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	3
	渡航先国・地域における最新の感染状況及び防疫・検疫措置について十分に把握していること
	· PCR検査：  要　・　不要　
自主隔離：　要（　日間） ・ 不要

	4
	渡航先国・地域で日本からの入国拒否措置は取られていないことを確認していること
	□

	5
	ビザ発給（発給済・発給予定）
	· ビザの発給：　済 ・ 予定（　月　日予定）

	6
	渡航先国・地域への渡航手段が確保できていること
	· （候補）航空会社・便名：　　　　　　　　

	7
	渡航先大学・機関における外国人学生受入体制を確認していること
	· 具体的に記入してください



	8
	渡航先国・地域における入国時の検査や自己隔離などの防疫・検疫措置、渡航先大学・機関での検査や自己隔離などの防疫・検疫措置について確認していること
（特段防疫措置が設けられていない場合にはその旨記載）
	· 具体的確認内容を記入してください
　

	9
	渡航中に①新型コロナウイルス感染症の感染疑いが生じた場合、②濃厚接触者として指定された場合、③感染した場合に取るべき行動及び相談先について把握していること
	· 相談先機関名：　　　　　　　　　　　　　
取るべき行動（具体的に記入してください）



	10
	大阪大学からの帰国指示もしくは留学先国・地域の防疫措置により緊急帰国する可能性があることを理解し、緊急帰国時の行動計画も立案できていること
	· 行動計画（相談先、交通手段等記入してください）
　

	11
	都市封鎖、大学封鎖時にも継続して居住できる住居を確保（予定）の
有無（大学学寮の場合は有事の際の利用の可否等も含め確認ください）
	□
居住（予定）先：　　　　　　　　　　　

	12
	海外渡航届システムへの登録（必須）
https://www.abroad.icho.osaka-u.ac.jp/system/
	□

	13
	危機管理サービス（OSSMA）への加入(大学プログラムによる渡航及び大学支給の奨学金等大学からの経済的経支援を受けて渡航の場合加入は必須)
	□

	14
	海外旅行保険への加入
	□保険名称：

	15
	保護者・ご家族等への連絡・了解を受けた
	□


　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、確認しました。

所属・担当教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　
